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資料２ 

令和６年１月１８日 

姫路市地域公共交通会議離島航路分科会 

地域公共交通確保維持改善事業に係る地域公共交通確保維持改善事業に係る地域公共交通確保維持改善事業に係る地域公共交通確保維持改善事業に係る事業評価事業評価事業評価事業評価    

（「（「（「（「姫路港～坊勢島航路姫路港～坊勢島航路姫路港～坊勢島航路姫路港～坊勢島航路    生活交通確保維持改善生活交通確保維持改善生活交通確保維持改善生活交通確保維持改善計画」に基づく事業）計画」に基づく事業）計画」に基づく事業）計画」に基づく事業）    

 

１１１１    事業評価について事業評価について事業評価について事業評価について    

（１）事業評価の目的（１）事業評価の目的（１）事業評価の目的（１）事業評価の目的    

地域公共交通確保維持改善事業に係る事業評価は、協議会が「生活交通確保維持改善計画（以下「計

画」という。）」に位置付けられた補助対象事業について、事業の実施状況の確認、目標達成状況等の

評価を行うことによって、補助対象事業がより効果的、効率的に推進されることを目的とする。 

 

（２）事業評価の項目２）事業評価の項目２）事業評価の項目２）事業評価の項目    

評 価 項評 価 項評 価 項評 価 項 目目目目    内内内内                 容容容容    

事 業 実 施 の 適 切 性  「計画」に基づく事業が適切に実施されているか。 

目標・効果の達成状況 「計画」に位置付けられた定量的な目標・効果が達成できているか。 

今 後 の 改 善 点 

実施した事業について改善点があるかどうかを事業の目的の達成状況を考

慮したうえで検証したか。 

 

（３）事業評価の実施方法等（３）事業評価の実施方法等（３）事業評価の実施方法等（３）事業評価の実施方法等    

姫路市地域公共交通会議離島航路分科会において自己評価を行った。 

２２２２    事業評価の対象となる補助事業について事業評価の対象となる補助事業について事業評価の対象となる補助事業について事業評価の対象となる補助事業について    

（１）補助事業の概要等（１）補助事業の概要等（１）補助事業の概要等（１）補助事業の概要等    

① 事 業 の 名 称 ： 地域公共交通確保維持改善事業（離島航路運営費等補助金） 

  ② 計 画 の 名 称 ： 生活交通確保維持改善計画 

  ③ 協 議 会 の 名 称 ： 姫路市地域公共交通会議離島航路分科会 

  ④ 航路事業者の名称 ： 坊勢輝汽船株式会社 

  ⑤ 航 路 の 名 称 ： 坊勢～姫路（海上運送法第３条の規定に基づき許可を受けた航路名） 

 

（２）評価の対象期間等（２）評価の対象期間等（２）評価の対象期間等（２）評価の対象期間等    

① 補 助 対 象 期 間 ： 令和４年１０月１日 ～ 令和５年９月３０日 

② 事業評価の対象期間 ： 令和４年１０月１日 ～ 令和５年９月３０日 

３３３３    事業評価のスケジュール事業評価のスケジュール事業評価のスケジュール事業評価のスケジュールについてについてについてについて    
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◆事業評価（◆事業評価（◆事業評価（◆事業評価（1111月月月月18181818日）日）日）日）

◆第２次事業評価（2月中旬）

◆R７年度計画提出（6月下旬）
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４４４４    自己評価の結果について自己評価の結果について自己評価の結果について自己評価の結果について    

（１）事業実施の適切性（１）事業実施の適切性（１）事業実施の適切性（１）事業実施の適切性    

計 画 内計 画 内計 画 内計 画 内 容容容容        

1111    事業目的・必要性事業目的・必要性事業目的・必要性事業目的・必要性    

本航路は、離島住民にとって島外への通学や通勤、通院、買物等の生活需要の確保のために利用して

おり、坊勢島と姫路港を結ぶ唯一の公共交通手段であることから、なくてはならない生活の足となって

いる。 

島民人口は年々減少しており、また燃料価格の高騰や新型コロナウイルス感染症の影響が残る中、航

路事業者独自の収入拡大と経営改善のみでは航路を確保・維持していくことは困難な状況にあり、引き

続き離島航路の維持には国等の公的支援が必要な状況にある。 

 

 ◇利用者数 

 令和令和令和令和５５５５年年年年度度度度    219,219,219,219,592592592592 人（令和人（令和人（令和人（令和４４４４年度比年度比年度比年度比    ＋＋＋＋565565565565 人人人人、令和元年度比、令和元年度比、令和元年度比、令和元年度比    ----11,77311,77311,77311,773 人人人人））））    

 令和４年度 219,027 人 

 令和元年度 231,365 人（コロナ前） 

 

 ◇坊勢島の人口推移 

 

2222    計画に記載する運航回数計画に記載する運航回数計画に記載する運航回数計画に記載する運航回数    

                                                                                                                            （単位：回）    

運航運航運航運航系統系統系統系統    航路距離航路距離航路距離航路距離    船船船船 名名名名    運 航 期運 航 期運 航 期運 航 期 間間間間    運航回数運航回数運航回数運航回数    

姫路姫路姫路姫路    

～男鹿～男鹿～男鹿～男鹿    

～奈座～奈座～奈座～奈座    

22.1km 

ぼうぜ２ 令和４年１０月～令和５年９月 4,030 

はるか 令和４年１０月～令和５年９月 4,140 

クイーンぼうぜ 令和４年１０月～令和５年９月 580 

合合合合        計計計計    8,78,78,78,7５５５５0000    
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実施内容及び達成状況実施内容及び達成状況実施内容及び達成状況実施内容及び達成状況        

    

 令和令和令和令和５５５５年度の運航回数は、年度の運航回数は、年度の運航回数は、年度の運航回数は、8,68,68,68,646464646 回回回回（欠航１０４回）（欠航１０４回）（欠航１０４回）（欠航１０４回）【表 1 参照】    

 

欠航した 104 回は台風等の悪天候によるものであり、前年度実績 146 回に対し 42 回の減少とな

った。今年度は、昨年に比べ台風等の悪天候が少なかったこともあり、欠航回数が減少した。 

なお、新型コロナウイルスの影響による欠航はない。 

 

【表１】運航計画回数と運航実績                  （単位：回） 

運航系運航系運航系運航系統統統統    区分区分区分区分    10101010 月月月月    11111111 月月月月    12121212 月月月月    1111 月月月月    2222 月月月月    3333 月月月月    上期計上期計上期計上期計    

姫路姫路姫路姫路    

～男鹿～男鹿～男鹿～男鹿    

～奈座～奈座～奈座～奈座    

計画回数計画回数計画回数計画回数    744 720 744 7３4 672 744 4,358 

運航実績運航実績運航実績運航実績    744 716 718 7２4 672 740 4,314 

差引差引差引差引    0 ▲４ ▲２６ ▲10 0 ▲４ ▲４４ 

 

運航系運航系運航系運航系統統統統    区分区分区分区分    ４月４月４月４月    ５月５月５月５月    ６月６月６月６月    ７月７月７月７月    ８月８月８月８月    ９月９月９月９月    下期計下期計下期計下期計    計計計計    

姫路姫路姫路姫路    

～男鹿～男鹿～男鹿～男鹿    

～奈座～奈座～奈座～奈座    

計画回数計画回数計画回数計画回数    720 744 720 744 744 720 4,392 8,750 

運航実績運航実績運航実績運航実績    710 744 720 744 694 720 4,332 8,646 

差引差引差引差引    ▲１0 0 0 0 ▲50 0 ▲60 ▲104 

                     

自己評価の内自己評価の内自己評価の内自己評価の内容容容容    
    

（ 評価 ：  A ・ B ・ C ） 

 令和５年度の運航は、運航基準に基づ運航基準に基づ運航基準に基づ運航基準に基づくくくく悪天候悪天候悪天候悪天候等等等等による欠航を除き、による欠航を除き、による欠航を除き、による欠航を除き、安全管理規程等を遵守し安全管理規程等を遵守し安全管理規程等を遵守し安全管理規程等を遵守したたたた安全安全安全安全

運航運航運航運航に努めた結果、に努めた結果、に努めた結果、に努めた結果、適切な適切な適切な適切な運航運航運航運航がががができた。できた。できた。できた。 

 新型コロナウイルスを含めた感染症拡大防止に取り組み、感染症による欠航は無く、感染症による欠航は無く、感染症による欠航は無く、感染症による欠航は無く、島民の生活航路と島民の生活航路と島民の生活航路と島民の生活航路と

して運航を確保したして運航を確保したして運航を確保したして運航を確保した。。。。    
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（（（（２２２２））））目標・効果の達成状況目標・効果の達成状況目標・効果の達成状況目標・効果の達成状況    

計 画 内計 画 内計 画 内計 画 内 容容容容        

1111    目標・効果目標・効果目標・効果目標・効果    

離島航路の利用者は、坊勢島住民が６割を占めており、島民の人口減少による利用者数の減少か

ら、今後利用者の大幅な増加は見込めないが、姫路市及び家島本島と連携した周遊企画のほか、坊勢

島独自の企画等、観光客の拡大に向けた取り組みを検討し、生活需要以外の余暇需要の拡大を図る。    

また、引き続き旅客輸送量の減少など厳しい経営環境に加え、燃油価格の高騰や損耗部品価格の

高騰が続くことが想定されるため、安定した航路運営に向けた取り組みとして、運賃値上げを令和 4

年 10 月 1 日から実施する。 

なお、航路における収益を確保していくためには、利用者数を維持することが重要であることか

ら、当計画の目標当計画の目標当計画の目標当計画の目標をををを「旅客輸送量」とし、令和「旅客輸送量」とし、令和「旅客輸送量」とし、令和「旅客輸送量」とし、令和元元元元年度の年度の年度の年度の利用者数に島民利用者数に島民利用者数に島民利用者数に島民人口人口人口人口の年間の年間の年間の年間減少減少減少減少率率率率をををを踏まえ踏まえ踏まえ踏まえ

204,825204,825204,825204,825 人を確保することを目指す。人を確保することを目指す。人を確保することを目指す。人を確保することを目指す。    

実施内容及び達成状況実施内容及び達成状況実施内容及び達成状況実施内容及び達成状況        

１１１１    旅客輸送量旅客輸送量旅客輸送量旅客輸送量    

令和令和令和令和５５５５年度の旅客輸送量は、年度の旅客輸送量は、年度の旅客輸送量は、年度の旅客輸送量は、219,219,219,219,592592592592 人となり、目標の人となり、目標の人となり、目標の人となり、目標の 204,825204,825204,825204,825 人に対し人に対し人に対し人に対し 14,76714,76714,76714,767 人人人人上上上上回る回る回る回る

結果結果結果結果となった。 

前年度実績前年度実績前年度実績前年度実績 21212121９９９９,,,,027027027027 人と比較すると、人と比較すると、人と比較すると、人と比較すると、56565656５５５５人人人人の増加との増加との増加との増加となった。なった。なった。なった。    

新型コロナウイルス新型コロナウイルス新型コロナウイルス新型コロナウイルス感染症の影響が残る中、感染症の影響が残る中、感染症の影響が残る中、感染症の影響が残る中、一定の回復傾向一定の回復傾向一定の回復傾向一定の回復傾向が見られた。【表２参照】 

 新型コロナウイルス対策新型コロナウイルス対策新型コロナウイルス対策新型コロナウイルス対策としてとしてとしてとして 

昨年度に引き続き、乗船口にアルコール消毒器を設置し、また船内の消毒作業の徹底により、利

用者が安心して利用できる環境を整備した。【別紙１参照】 

 利用促進の取り組み利用促進の取り組み利用促進の取り組み利用促進の取り組みとしてとしてとしてとして 

旅客船の乗船券とバスの乗車券をセットにした企画切符の販売や、姫路市地域おこし協力隊によ

り島の魅力を積極的に発信、事業者における観光パンフレットの作成など交流人口の拡大を図っ

た。また、SNS等を活用し運航情報を発信するなど、利用者サービスの向上にも取り組んだ。 

さらにコミュニティバスとの連携により交通結節機能を強化し、島内交通との利便性向上も図っ

た。【別紙 2 参照】 

 

【表２】令和４年度～令和５年度旅客輸送量            （単位：人） 

※R5 目標値 204,825 人 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

人数人数人数人数
対4年度比対4年度比対4年度比対4年度比

人数人数人数人数
対4年度比対4年度比対4年度比対4年度比

人数人数人数人数
対4年度比対4年度比対4年度比対4年度比

人数人数人数人数
対4年度比対4年度比対4年度比対4年度比

人数人数人数人数
対4年度比対4年度比対4年度比対4年度比

人数人数人数人数
対4年度比対4年度比対4年度比対4年度比

R5R5R5R5
20,004.020,004.020,004.020,004.0 97.1%97.1%97.1%97.1% 18,025.018,025.018,025.018,025.0 99.0%99.0%99.0%99.0% 16,993.016,993.016,993.016,993.0 98.2%98.2%98.2%98.2% 16,435.016,435.016,435.016,435.0 98.5%98.5%98.5%98.5% 15,143.015,143.015,143.015,143.0 119.2%119.2%119.2%119.2% 16,890.516,890.516,890.516,890.5 99.9%99.9%99.9%99.9%

R4R4R4R4
20,604.020,604.020,604.020,604.0 18,207.018,207.018,207.018,207.0 17,297.017,297.017,297.017,297.0 16,693.016,693.016,693.016,693.0 12,704.012,704.012,704.012,704.0 16,912.516,912.516,912.516,912.5

人数人数人数人数
対4年度比対4年度比対4年度比対4年度比

人数人数人数人数
対4年度比対4年度比対4年度比対4年度比

人数人数人数人数
対4年度比対4年度比対4年度比対4年度比

人数人数人数人数
対4年度比対4年度比対4年度比対4年度比

人数人数人数人数
対4年度比対4年度比対4年度比対4年度比

人数人数人数人数
対4年度比対4年度比対4年度比対4年度比

人数人数人数人数
対4年度比対4年度比対4年度比対4年度比

R5R5R5R5
17,343.517,343.517,343.517,343.5 96.6%96.6%96.6%96.6% 19,558.519,558.519,558.519,558.5 93.5%93.5%93.5%93.5% 17,485.017,485.017,485.017,485.0 96.2%96.2%96.2%96.2% 20,757.020,757.020,757.020,757.0 101.1%101.1%101.1%101.1% 21,768.521,768.521,768.521,768.5 101.9%101.9%101.9%101.9% 19,189.019,189.019,189.019,189.0 108.6%108.6%108.6%108.6% 219,592.0219,592.0219,592.0219,592.0 100.3%100.3%100.3%100.3%

R4R4R4R4
17,959.017,959.017,959.017,959.0 20,915.020,915.020,915.020,915.0 18,185.018,185.018,185.018,185.0 20,527.020,527.020,527.020,527.0 21,357.021,357.021,357.021,357.0 17,667.017,667.017,667.017,667.0 219,027.5219,027.5219,027.5219,027.5

年度

４月４月４月４月 ５月５月５月５月 ６月６月６月６月 ７月７月７月７月 ８月８月８月８月 ９月９月９月９月 計計計計

年度

１０月１０月１０月１０月 １１月１１月１１月１１月 １２月１２月１２月１２月 １月１月１月１月 ２月２月２月２月 ３月３月３月３月
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2222    収収収収    支支支支    

令和５年度の収支は、▲101,818千円となり、令和５年度における計画に対する実績差は、それ

ぞれ収益 49,978千円減、費用 17,446千円増、収支差引損益は 67,424千円の減となった。 

【表３参照】 

同じく前年度決算に対する実績差では、収益 204,234千円減、費用 16,144千円減、収支差引

損益 188,090千円の減となった。 

 

前年度決算に対する前年度決算に対する前年度決算に対する前年度決算に対する損益損益損益損益の主な要因の主な要因の主な要因の主な要因は以下のとおりは以下のとおりは以下のとおりは以下のとおりであるであるであるである。。。。    

     収益収益収益収益面面面面    

    令和４年１０月に運賃値上げを実施し、収益の拡大に努めたが、値上げ前の回数券のまとめ買い

が発生したことにより、今年度は回数券の販売数が例年と比べ 60％程度減少したことから、収益

は前年度決算に比べ大幅に減少した。 

    姫路市による燃料費高騰支援金もあり営業収益は増加しているが、収益全体としては令和 4 年

度決算に比べ大幅に減少している。 

 費用費用費用費用面面面面    

はるかやぼうぜ２のエンジン修繕により修繕費が増加したが、一方で令和４年度の回数券まとめ

買いによる大幅な収入増による消費税分が今年度は減少したため、総じて費用が減少した。燃料費

が高騰する中、中型船の運航を荒天時や繁忙期に限定し、最小限の運航により経費削減に努めた。 

 

【表 3】令和４年度及び令和５年度の損益                   （単位：千円） 

年度 区 分 

収 益(A) 費 用(B) 

差引損益 

(A)-(B) 

運航収益 営業収益 計 運航費用 営業費用 計 

RRRR５５５５    決算額 162,476 27,667 190,143 194,192 97,769 291,961 ▲101,818 

RRRR５５５５    計画額 232,110 8,011 240,121 172,664 101,851 274,515 ▲34,394 

RRRR４４４４    決算額 390,631 3,746 394,377 192,146 115,959 308,105 86,272 

R5-R4（決算額） ▲228,155 23,921 ▲204,234 2,046 ▲18,190 ▲16,144 ▲188,090 

  

（参考） ◇回数券収入 

     R5 年度： 38,305千円（R3 年度比 41.5％） 

     R４年度：280,８70千円 

     R3 年度： 92,330千円 

     ◇燃料単価（主燃料）  燃料購入金額（実績）/燃料購入量（実績） 

R5 年度：86,328,510円/864,215ℓ＝99.89円/ℓ（前年差+ 2.14円） 

     R4 年度：87,218,516円/892,300ℓ＝97.75円/ℓ（前年差+19.52円） 

     R3 年度：68,555,377円/876,300ℓ＝78.23円/ℓ 

◇中型船運航回数 

R５年度実績：648回（計画 580 回） 

R４年度実績：758回 
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自己評価の内自己評価の内自己評価の内自己評価の内容容容容 

 

（ 評価 ：  A ・ B ・ C ） 

 令和５年度の利用者数は、計画及び前年に比べ増加している。これは、新型コロナウイルス感染症の

感染拡大防止に向けた取り組みにより、利用者が安心して利用できる環境を整備したことや、企画切符

の販売、SNSやパンフレットの作成など島の魅力を積極的に発信し、来訪者の増加に向けた取り組み

のほか、インスタグラムやメールにより運航状況を配信するなど利便性向上に取り組んだ結果による

ものと考えられる。 

 収支面では、経営の安定化を図るため、令和 4 年１０月に島民の理解を得ながら、運賃値上げを実

施した。その結果、回数券のまとめ買いが生じ、今年度の収益は大幅に減少したものの、中長期的には

収益拡大が見込まれる。 

また、燃料費が高騰する中、荒天時や繁忙期に限った中型船の運航回数の低減により、最小限の運航

とすることで経費削減ができた。 

経営安定化を図ることで、慢性的な船員不足の解消や陸員の確保にも対応でき、さらなる持続可能で

安全・安心な運航に取り組んだ。    

    

（（（（３３３３））））今後の改善点今後の改善点今後の改善点今後の改善点    

改善点があるかどうかを事業の目的の達成状況を考慮したうえで検証したか。改善点があるかどうかを事業の目的の達成状況を考慮したうえで検証したか。改善点があるかどうかを事業の目的の達成状況を考慮したうえで検証したか。改善点があるかどうかを事業の目的の達成状況を考慮したうえで検証したか。    

令和６年度においても、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けた取り組みの徹底を継続

し、利用者が安心して利用できる環境整備に努める。 

また、中型船の運航を荒天時や繁忙期に限定し、小型船を中心とした運航とするなど、運航需要に応

じた適切な船舶の活用を図り、経費節減に努める。 

今年度は利用者数の回復が見られたが、今後も島民人口の減少による影響が見込まれるため、家島本

島や姫路市中心部との周遊企画、鮮度の高い魚介類を活用した独自企画や旅行代理店と連携した取り

組みを検討するなど、潜在的ニーズに応えられるよう柔軟に取り組む。 
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別紙１ 

 

事業者による新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けた取り組み 

 

【取組事例①】乗船口にアルコール消毒器を設置し、船内では人が触る場所の消毒作業を実施する

といった感染拡大防止に向け取り組む。また、乗船経路に感染拡大防止に向けた注意喚起を実施し

ている。 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真①】アルコール消毒器の設置 【写真②】船内消毒作業 

【写真③】感染拡大防止の注意喚起 
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別紙２ 

 

利用者拡大と利便性向上への取り組み 

 

【取組事例①】交流人口の拡大を図るため、旅客船の乗船券とバスの乗車券をセットにした企画切

符を販売し、さらに島内の飲食店等で利用できる割引等サービスを付与した取り組みを実施。 

 

    
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組事例②】姫路市地域おこし協力隊と連携し SNS を利用した島の魅力の発信を行い、観光客、

移住希望者の獲得に取り組む。 
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【取組事例③】事業者による観光パンフレットの作成や、姫路観光パンフレットへの広告掲載によ

り観光客獲得に努める。 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

【取組事例④】インスタグラムやメールにより運航情報等を発信し、利用者サービスの向上に努

める。    
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【取組事例⑤】コミュニティバスとの連携により島内交通利用者の利便性向上に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期船の時刻も記載 


